
中
華
人
民
共
和
国
駐
福
岡
総

領
事
館
の
律
桂
軍
総
領
事
が
令

和
３
年
12
月
23
日
に
来
熊
、
熊

本
県
庁
と
当
協
会
を
表
敬
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

律
総
領
事
は
令
和
２
年
６
月

に
福
岡
に
赴
任
。
着
任
後
す
ぐ

に
熊
本
に
来
ら
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
豪
雨
災

害
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影

響
で
日
程
が
何

度
か
延
期
と
な

り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
第
５
波
が
収

束
し
た
昨
年
12

月
に
来
熊
が
実
現
し
ま
し
た
。

総
領
事
は
協
会
の
小
野
友
道

会
長
、
鬼
海
洋
一
理
事
と
と
も

に
県
庁
を
訪
れ
、
蒲
島
郁
夫
知

事
と
対
談
。
そ
の
後
、
協
会
事

務
局
が
あ
る
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
に
移
動
し
、
日
中
間
の
今

総
領
事
は
懇
談
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
す
。

日
中
関
係
は
全
般
か
ら
み
る

と
良
い
基
礎
が
で
き
て
き
て
い

る
。
ま
ず
、
４
つ
の
政
治
的
な

重
要
文
書
《
注
》
に
つ
い
て
。

こ
れ
ら
４
つ
の
文
書
は
両
国

関
係
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
重

要
な
原
則
だ
。
ま
た
、
経
済
関

係
に
お
い
て
も
、
切
っ
て
も
切

れ
な
い
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

国
民
同
士
で
は
、
自
然
災
害
の

時
、
コ
ロ
ナ
禍
の
時
、
お
互
い

に
手
を
差
し
伸
べ
、
強
い
絆
を

築
い
て
き
た
。

日
本
に
は
多
く
の
中
国
人
が

旅
行
で
訪
れ
て
い
る
。
初
め
は
、

中
国
観
光
客
の
行
き
先
は
東
京
、

大
阪
、
京
都
な
ど
で
あ
っ
た
が
、

だ
ん
だ
ん
と
北
海
道
や
九
州
な

ど
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
生
活

密
着
型
の
旅
行
の
人
気
が
高
ま

り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け
れ
ば
も
っ

と
増
え
て
い
た
だ
ろ
う
。

今
、
中
国
国
民
の
日
本
に
対

す
る
感
情
は
良
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
多
く

の
中
国
人
が
日
本
を
訪
れ
て
き

た
こ
と
が
あ
る
。
日
本
の
国
は

も
し
か
し
た
ら
、
中
国
が
目
指

し
て
い
る
先
の
姿
で
は
な
い
か
、

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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《
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》
「
４
つ
の
文
書
」

①
１
９
７
２
年
の
田
中
角

栄
総
理
大
臣
が
中
国
を
訪
問

し
て
発
出
さ
れ
た
日
中
共
同

声
明
（
日
中
国
交
正
常
化
）
。

②
１
９
７
８
年
の
日
中
平
和

友
好
条
約
。
こ
の
年
は
鄧
小

平
氏
が
戦
後
初
め
て
中
国
の

指
導
者
と
し
て
正
式
訪
日
を

行
っ
た
。
③
１
９
９
８
年
、

江
沢
民
国
家
主
席
が
中
国
の

元
首
と
し
て
初
め
て
日
本
公

式
訪
問
し
た
と
き
の
日
中
共

同
宣
言
。
④
２
０
０
８
年
に

胡
錦
涛
国
家
主
席
が
来
日
し

た
時
の
日
中
共
同
宣
言
。

後
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
小
野

会
長
ら
と
懇
談
し
ま
し
た
。



と
い
っ
た
声
が
口
コ
ミ
で
広
が

り
、
若
者
の
間
で
日
本
に
対
す

る
印
象
が
改
善
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
人
の
中
国

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り

良
く
は
な
い
。
こ
こ
数
年
間
、

日
中
間
の
人
的
交
流
が
途
絶
え

て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
大
き
な

要
因
の
一
つ
だ
。

◆
こ
の
ほ
か
、
小
野
会
長
か

ら
の
発
言
に
以
下
の
よ
う
に
答

え
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
．
小
野
「
日
中
関
係
の
改

善
の
た
め
に
は
、
対
面
で
民
間

交
流
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
大

事
だ
」
。

Ａ
．
総
領
事
「
福
岡
総
領
事

館
と
し
て
は
日
中
国
交
正
常
化

50
周
年
や
熊
本
と
広
西
壮
族
自

治
区
の
友
好
提
携
40
周
年
の
記

念
の
交
流
行
事
な
ど
に
も
力
を

尽
く
し
た
い
」
。

Ｑ
．
小
野
「
熊
本
県
日
中
協

会
は
国
交
正
常
化
の
時
に
設
立

さ
れ
、
創
立
50
周
年
に
な
る
。

50
周
年
で
何
か
や
り
た
い
の
だ

が…

。
こ
れ
ま
で
、
毎
年
大
勢

の
留
学
生
を
招
い
て
春
節
祝
賀

会
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
数

年
で
き
な
い
で
い
る
」
。

Ａ
．
総
領
事
「
50
年
の
間
、

精
力
的
に
民
間
交
流
の
推
進
に

尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
貴
協
会

は
日
本
国
内
で
も
、
日
中
友
好

に
最
も
熱
心
に
活
動
し
て
く
れ

て
い
る
と
同
僚
か
ら
も
聞
い
て

い
る
。
日
中
国
交
正
常
化
50
周

年
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
新
時

代
の
日
中
関
係
を
構
築
し
て
い

き
た
い
。
こ
の
機
を
逃
し
た
ら
、

再
来
年
、
ま
た
そ
の
先
も
停
滞

し
悔
い
を
残
す
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
緊
張
感
、
使
命

感
を
持
っ
て
友
好
関
係
を
築
く

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
。

２
０
２
１
年
熊
本
県
留
学
生

日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
を
令
和
４
年
３
月
11
日
、

熊
本
市
国
際
交
流
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
留
学
生
を
励
ま
す
事
業

と
し
て
昨
年
度
初
め
て
実
施
、

今
回
が
２
回
目
の
開
催
で
す
。

初
め
に
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
員
長
で
も
あ
る
小
野
友
道

県
日
中
協
会
会
長

が
主
催
者
を
代
表

し
て
、
「
今
年
も

た
く
さ
ん
の
応
募

が
あ
っ
て
う
れ
し

く
思
う
。
す
べ
て

の
作
品
を
楽
し
く

読
ま
せ
て
も
ら
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に

祖
国
へ
の
思
い
や

熊
本
を
愛
す
る
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
負
け
な
い
皆
さ

ん
の
意
欲
が
う
れ

し
い
。
自
分
の
頭
で
ひ
ね
り
出

し
て
文
章
を
書
い
て
表
現
す
る

作
業
は
、
自
分
の
成
長
を
記
録

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ぜ
ひ

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
入
賞
者
22
名
の

う
ち
、
13
名
が
参
加
。
小
野
会

長
か
ら
表
彰
状
と
副
賞
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
曾
晨
妍
さ
ん
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
日
本
に
入
国
で
き
な

い
ま
ま
、
１
年
間
オ
ン
ラ
イ
ン

で
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
の
授
業

を
受
け
て
い
た
方
で
す
。
表
彰

式
に
は
同
学
院
日
本
語
科
の
尾

道
一
幸
校
長
が
代
理
出
席
し
て
、

曾
さ
ん
の
受
賞
の
言
葉
を
代
読

さ
れ
ま
し
た
。

コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で

す
。「

こ
の
度
、
最
優
秀
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機

会
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。こ

の
作
文
を
書
い
て
い
る
と

き
は
、
自
分
の
頭
の
中
に
浮
か

ん
だ
ア
イ
デ
ア
を
書
き
留
め
て

（
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蒲島郁夫県知事の
著書、「私がくま
モンの上司です」
の中国語版を受け
取って喜ぶ律桂軍
総領事

賞状を手に記念写真に
納まる入賞者たち。
皆さんうれしそうです

最優秀賞
曾晨妍さん

約40人の入賞者や関係者が出席した表彰式



い
る
程
度
で
し
た
か
ら
、
ま
さ

か
受
賞
す
る
な
ん
て
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
最
優
秀
賞
の

知
ら
せ
を
聞
い
た
時
は
、
本
当

に
驚
き
ま
し
た
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
日
本
語
学
校
、
作

文
の
先
生
で
あ
る
道
本
先
生
に

育
て
て
も
ら
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
受
賞
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
日
本
語

の
勉
強
に
よ
り
一
層
励
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
本
日
は
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
。

昨
年
９
月
か
ら
長
期
入
院
中

で
、
ま
だ
い
つ
退
院
で
き
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
最
優
秀
賞

を
狙
っ
て
い
た
の
で
、
協
会
賞

と
聞
い
て
、
実
は
少
し
が
っ
か

り
し
ま
し
た
（
笑
）
。

私
は
広
西
壮
族
自
治
区
出
身

で
、
広
西
師
範
大
学
を
卒
業
し

ま
し
た
。
友
好
提
携
し
て
い
る

熊
本
の
こ
と
は
生
ま
れ
た
時
か

ら
知
っ
て
い
ま
す
。
熊
本
に
は

特
別
の
愛
情
を
持
っ
て
い
ま
す
。

日
中
友
好
交
流
の
た
め
に
色
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
今
回
は
残
念
で
す
が
、
ま

た
頑
張
り
ま
す
。

学
校
が
あ
る
玉
名
市
に
住
ん

で
い
ま
す
。
学
校
が
休
み
の
時

の
夜
に
２
日
間
か
け
て
書
き
、

先
生
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
熊
本
に
来
て
５
年
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
大
学
院
に
進
ん
で
、

ア
ジ
ア
の
歴
史
や
政
治
に
興
味

が
あ
る
の
で
勉
強
し
た
い
。
将

来
は
公
務
員
に
な
り
た
い
で
す
。

大
好
き
な
母
の
こ
と
を
一
週

間
か
け
て
書
き
ま
し
た
。
最
初

は
い
っ
ぱ
い
書
き
す
ぎ
て
二
千

字
ぐ
ら
い
書
い
て
し
ま
い
、
縮

め
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
来

日
６
年
目
で
す
が
、
母
は
30
年

前
に
日
本
に
来
て
介
護
の
仕
事

に
就
い
て
い
ま
し
た
（
今
は
や
っ

て
い
な
い
）
。
今
は
近
く
（
八

代
）
に
い
る
の
で
会
う
の
が
楽

し
み
で
す
。
将
来
は
大
学
院
に

行
っ
て
、
日
本
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

熊
本
が
大
好
き
で
、
「
冬
」

の
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、
私

の
故
郷
・
遼
寧
省
は
も
っ
と
寒

い
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
20
度
ぐ
ら

い
の
時
も
あ
り
レ
ベ
ル
が
違
い

ま
す
（
笑
）
。

２
０
１
７
年
４
月
に
熊
本
に

来
て
６
年
目
。
そ
の
前
に
半
年

間
、
京
都
の
日
本
語
学
校
に
通

い
ま
し
た
。
現
在
は
大
学
院
の

２
年
生
。
将
来
は
土
木
の
仕
事

に
就
き
た
い
で
す
。

審
査
員
の
講
評
で
は
、
吉
村

隆
之
く
ま
も
と
漱
石
倶
楽
部
会

長
が
、
「
昨
年
に
続
い
て
審
査

に
あ
た
り
、
い
ず
れ
も
楽
し
く

読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

ち
ら
も
外
国
を
知
る
こ
と
に
な

り
、
い
ろ
ん
な
情
報
が
入
っ
て

（
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作文コンクール入賞者一覧
（敬称略）

最優秀賞1名 副賞３万円

曾晨妍 熊本ＹＭＣＡ学院（広東省）

優秀賞３名 副賞１万円 五十音順

安釗冉 九州看護福祉大学（河北省）

黄思韻 崇城大学（広東省）

羅子城 熊本大学（遼寧省）

熊本県日中協会賞1名 副賞１万円

温麗萍 熊本大学（広西壮族自治区）

佳作賞8名 五十音順

アルビ スルヤ サトリヤ リドワン

熊本大学（インドネシア）

何 慕 熊本大学（安徽省）

ガンボルド エンフマー

熊本高等専門学校（モンゴル）

シャルマ ソウラブ

熊本高等専門学校（インド）

畢建鑫 熊本学園大学（山東省）

張博文 熊本大学（山東省）

彭嘉瑜 熊本ＹＭＣＡ学院（広東省）

孟鶴宇 熊本ＹＭＣＡ学院（山西省）

努力賞９名 五十音順

欧静寧 熊本大学（福建省）

寇家瑞 九州看護福祉大学（河北省）

ゴレ ユバラジ

熊本工業専門学校（ネパール）

宋家宝 熊本大学（河南省）

張 坤 熊本工業専門学校（江蘇省）

陳碧盈 熊本大学（広東省）

ベン ユセフ エミラ

熊本高等専門学校（チュニジア）

穆金娥 熊本大学（山西省）

李 暁 崇城大学（浙江省）

安釗冉さん

黄思韻さん

羅子城さん

温麗萍さん

小野会長から賞状と副賞を受け取る入賞者

そ
の
他
の
入
賞
者

喜
び
の
コ
メ
ン
ト



国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学
、

一
般
財
団
法
人
化
学
及
び
血
清

療
法
研
究
所
、
の
ぐ
ち
皮
ふ
科
、

熊
本
華
僑
華
人
総
会
、
熊
本
県

創
価
学
会
、
熊
本
県
農
業
協
同

組
合
中
央
会
、
く
ま
も
と
南
部

広
域
病
院
、
熊
本
皮
ふ
科
・
形

成
外
科
、
株
式
会
社
シ
ア
ー
ズ

ホ
ー
ム
、
社
会
医
療
法
人
寿
量

会
、
東
ア
ジ
ア
友
好
熊
本
県
議

会
議
員
連
盟
、
三
角
海
運
株
式

会
社
、
医
療
法
人
伊
東
会
、
九

州
看
護
福
祉
大
学
、
熊
本
県
日

韓
親
善
協
会
、
松
木
運
輸
株
式

会
社
、
浅
田
敏
彦
、
荒
尾
市
日

中
友
好
促
進
会
議
、
株
式
会
社

あ
ん
し
んCo.,Ltd.

、
社
会
医

療
法
人
稲
穂
会
、
株
式
会
社
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
暖
、
小
野
友

道
、
柏
木
明
、
河
野
文
夫
、
北

里
敏
明
、
税
理
士
法
人
近
代
経

営
、
熊
本
学
園
大
学
、
熊
本
県

熊
本
県
日
中
協
会
の
令
和
３

年
度
第
２
回
理
事
会
が
11
月
26

日
に
開
催
さ
れ
、
理
事
会
終
了

後
に
「
中
国
か
ら
の
訪
日
旅
行

者
誘
致
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
熊
本
上
海
事
務
所
初

代
首
席
代
表
で
熊
本
県
観
光
連

盟
の
吉
田
二
浩
事
務
局
次
長
兼

海
外
誘
致
部
長
。

《
講
演
の
内
容
か
ら
抜
粋
》

コ
ロ
ナ
前
は
中
国
か
ら
は
大

人
数
の
団
体
旅
行
客
が
多
か
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
少
人
数
グ

ル
ー
プ
の
旅
行
客
が
増
え
て
い

く
と
予
測
さ
れ
る
。

中
国
か
ら
の
旅
行
客
誘
致
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ネ
ッ

ト
を
通
じ
た
情
報
発
信
の
強
化
、

現
地
で
の
熊
本
の
Ｐ
Ｒ
、
国
内

に
い
る
中
国
人
旅
行
客
の
手
配

を
す
る
会
社
な
ど
に
熊
本
の
魅

力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
を
３
本

柱
と
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な

感
染
症
だ
け
で
は
な
く
、
気
候

変
動
や
国
際
情
勢
、
さ
ら
に
予

測
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
が
生

ま
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

日
頃
か
ら
情
報
収
集
を
し
、
中

国
旅
行
客
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

中
国
か
ら
誘
客
す
る
こ
と
も

大
事
だ
が
、
こ
ち
ら
か
ら
も
訪

中
す
る
な
ど
し
て
、
実
際
に
中

国
の
方
と
接
し
て
い
く
こ
と
が

日
中
交
流
の
基
礎
と
な
る
と
考

え
る
。

令和４年４月１日

4

春
爛
漫
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
春
は
久
し
ぶ
り
に

少
し
気
分
が
晴
れ
た
気
が
し
ま

す
。
何
度
目
か
の
コ
ロ
ナ
蔓
延

防
止
措
置
が
解
除
に
な
り
、
い

つ
に
な
く
歩
く
人
た
ち
の
足
取

り
も
軽
や
か
に
感
じ
ま
す
。
夜

の
街
も
だ
ん
だ
ん
客
足
が
戻
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。
▼
で
も
ま

だ
ま
だ
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
も
三
度
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
、
今
も
手
洗
い
、
う
が

い
、
マ
ス
ク
は
欠
か
さ
ず
、
そ

う｢

密｣

に
な
る
の
も
極
力
避
け

て
い
ま
す
。
と
に
か
く
コ
ロ
ナ

禍
の
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

▼
春
は
新
入
学
シ
ー
ズ
ン
。
来

日
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
留
学

生
た
ち
が
ま
た
熊
本
に
い
っ
ぱ

い
や
っ
て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

秋
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
県

日
中
協
会
も
ス
ト
ッ
プ
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
企
画
や
行
事

の
再
開
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
留
学
生
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
に
入
賞
し
た
何
人
も
の

人
た
ち
が
書
い
て
い
ま
し
た
が
、

交
流
を
通
じ
て｢

熊
本
フ
ァ
ン｣

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員

木
村
圭
一
郎)

編
集
後
記

会場の熊本市国際交流会館３階 国際会議室

歯
科
医
師
会
、
熊
本
県
少
林

寺
拳
法
連
盟
、
熊
本
県
私
立

中
学
高
等
学
校
協
会
、
熊
本

市
議
会
、
株
式
会
社
熊
本
放

送
、
熊
本
旅
行
株
式
会
社
、

光
進
商
事
株
式
会
社
、
株
式

会
社
紅
蘭
亭
、
株
式
会
社
コ

ス
ギ
不
動
産
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
、
小
山
和
作
、
佐
藤
義

興
、
社
会
福
祉
法
人
慈
永
会
、

学
校
法
人
尚
絅
学
園
、
崇
城

大
学
、
中
川
幸
生
、
西
田
尚

史
、
野
田
毅
、
林
継
発
、
二

子
石
信
介
、
松
崎
幸
子
、
武

藤
宏
一
郎
、
お
ぜ
き
こ
ど
も

園
、
熊
本
バ
レ
エ
研
究
所
、

小
杉
直
、
杉
武
男
、
東
海
大

学
九
州
キ
ャ
ン
パ
ス
、
毛
利

浩
一
、
松
本
崇
希

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

吉田二浩氏

好
奇
心
を
掻
き
立
て
ら
れ
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
作
品
は
ど
れ
も
可

能
性
を
持
っ
た
文
章
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
表
現
力
を
磨
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
文
章
を
書
く
テ
ク

ニ
ッ
ク
と
し
て
、
「
書
き
上
げ

て
読
み
返
す
と
き
に
（
１
）
言

葉
の
ダ
ブ
り
が
な
い
か
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
１
文
、
１
段

落
に
何
個
も
同
じ
単
語
が
入
ら

な
い
よ
う
言
い
換
え
、
ス
マ
ー

ト
に
仕
上
が
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
（
２
）
文
章
が
「
で

す
」
「
で
す
」
「
で
す
」
と
か
、

「
ま
す
」
「
ま
す
」
「
ま
す
」

と
か
、
同
じ
終
わ
り
方
に
な
ら

な
い
よ
う
変
化
を
つ
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。
（
３
）
１
セ
ン
テ

ン
ス
の
長
さ
を
、
長
文
に
し
た

り
、
短
文
に
し
た
り
し
て
、
そ

れ
を
組
み
合
わ
せ
る
と
文
章
に

リ
ズ
ム
感
が
出
ま
す
」
な
ど
と

ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

吉村隆之氏


